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園
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資

金

法

0) 

提

案

島

日
Eヨ

メ〈

良[.C

内
閣
偵
の
現
在
高
ほ
、
昭
和
十
三
年
十
一
月
末
に
於
て
、

一
百
四
十
二
倍
闘
に
達
し
、
昭
和
六
年
末
か
ら
凡
そ
九
十
四
億
闘
の
純

同
H

加
と
攻
っ
て
居
る
。
昭
和
卜
三
年
に
於
て
も
、
年
初
か
ら
十
一
月
ま
で
の
務
行
高
は
、
三
十
六
億
三
千
島
闘
で
あ
っ
て
、
一
挙
励
賞
の

推
移
と
長
期
興
亜
政
策
の
た
め
に
、
今
後
も
向
ほ
、
引
続
き
五
額
の
幽
債
の
殺
行
が
抽
出
想
せ
ら
れ
て
居
る
。
今
は
に
於
て
、
こ
の
図

債
消
化
の
方
法
を
確
立
し
て
置
か
占
な
け
れ
ば
、
長
期
興
亜
政
策
の
遂
行
が
園
滑
に
行
は
れ
難
く
在
る
と
共
に
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
防
ぎ
難
く
、
物
債
騰
貴
も
抑
へ
難
く
、
闘
民
生
活
の
安
定
は
期
し
難
き
こ
と
、
友
る
の
虞
が
あ
る
c

L
t
、

手巾・・刀

こ
L
K
提
案
す
る
所
の
、
薗
事
資
金
法
た
る
も
の
は
、
今
日
、
政
府
が
園
債
に
よ
っ
て
調
達
し
、
興
亜
事
業
の
た
め
に
支

出
し
つ
L
る
る
資
金
を
し
て
、
法
的
制
度
の
誘
導
に
よ
り
、
軍
需
工
業
を
初
め
、
そ
の
他
、
各
般
の
産
業
的
用
途
に
働
き
た
る
後
は
、

必
十
、
園
債
の
消
化
に
向
は
し
め
る
と
と
を
目
的
と
す
る
所
の
法
律
私
案
で
あ
る
3

も
と
よ
り
、
か
k

る
法
的
制
度
そ
の
も
の
に
は
、
向
ほ
、

研
変
調
査
を
重
ね
た
け
れ
ば
左
ら
血
問
題
も
あ
り
、
法
律
文
案
と
し
て

も
、
不
遁
営
な
文
章
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
け
れ
ど
も
、
私
の
述
ぺ
ん
と
す
る
所
を
、
簡
草
卒
直
に
一
不
す
た
め
に
は
、
党
づ
、
そ
れ
を

法
律
文
案
の
形
に
於
て
表
は
す
こ
と
が
明
瞭
で
あ
ら
う
と
思
ふ
か
ら
、
最
初
に
、

そ
れ
を
掲
げ
る
と
と
h

ず
る
。

岡
事
費
金
法
の
提
案

二
四
九
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園
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費
金
法
の
提
案

五
O 

園
事
資
金
法
私
案

日
本
銀
行
カ
支
那
事
費
園
債
ノ
引
受
-
一
ヨ
リ
設
定
シ
タ
ル
政
府
預
金
ハ
之
ヲ
園
事
費
金
ト
U

テ
政
府
/
他
ノ
預
金
ト
匪
別
シ
テ
取
扱
フ
モ

ノ
ト
ス

政
府
カ
園
事
資
金
ノ
預
金
二
基
キ
支
那
事
機
Z

M
宵
ス
ル
寄
材
ヲ
調
撞
シ
又
ハ
工
事
若
シ
ク
ハ
蓮
品
開
ヲ
請
負
ハ
ケ
メ
タ
ル
場
合
-
一
ソ
ノ
封
筒

ト
シ
テ
振
出
ス
小
切
手
門
小
切
手
法
第
一
-
一
十
七
傑
〆
規
定
二
百
ル
線
引
ト
シ
且
ツ
小
切
手
=
岡
事
費
企
タ
ル
ヨ
ト
ヲ
表
示
ス
舟
ヲ
要
ス

前
項
/
小
切
手
ヲ
以
1
2

預
金
ト
ナ

U

ダ
ル
モ
ノ
其
ノ
預
金
二
法
キ
仮
出
ス
小
切
手
モ
亦
同
シ

前
項
ノ
小
切
手
金
劉
ケ
出
且
千
倒
ヲ
下
ル
ロ
ト
ザ
符
λ

銀
行
方
園
事
費
金
ヲ
以
テ
貸
付
割
引
=
充
ツ
ル
場
合
-
一
ア
リ
テ
モ
前
ニ
項
ノ
規
定
-
一
従
フ
モ
ノ
ト
ス

園
事
資
金
ノ
表
示
ア
b

小
切
手
ヲ
以
テ
預
ケ
入
レ
ヲ
受
ケ
タ
ル
銀
行
ハ
預
ケ
入
レ
人
ノ
他
ノ
預
金
ト
匝
別
シ
テ
之
ヲ
取
扱
フ
モ
ノ
ト
ス

第
四
傑
前
項
/
預
金
方
ソ
ノ
種
類
ヲ
艶
夏
シ
タ
ル
場
合
-
一
於
テ
モ
亦
同
U

園
事
実
金
預
金
ハ
現
金
ヲ
以
テ
之
ヲ
引
出
ス
ヨ
ト
ヲ
得
ス

第
五
保

第
六
傑

第
七
僚

組
問
八
傍

支
那
事
侵
費
時
障
算
=
基
ク
事
業
-
一
閥
ス
ル
範
閣
内
z
於
テ
ハ
其
ノ
直
接
ダ
ル
ト
間
接
ダ
ル
ト
ヲ
問
ハ
ス
園
事
実
金
ヲ
以
テ
ス
ル
支
排
ヲ
拒

絶
ス
tu

ヨ
ト
ヲ
得
ス

手
形
交
換
所
-
一
於
テ
園
事
実
金
ノ
表
示
ア
ル
小
切
手
ヲ
以
テ
ナ
ス
交
換
ハ
他
ノ
手
形
小
切
手
鎖
ノ
交
換
ト
匝
別
シ
テ
之
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
要

ス

園
事
費
金
ノ
預
金
残
高
力
引
績
キ
一
ヶ
月
以
上
-
一
互
リ
個
人
-
一
ア
リ
テ
ハ
五
寓
闘
ヲ
越
ユ
ル
ト
キ
曾
杜
及
其
ノ
他
ノ
法
人
=
ア
リ
テ
ハ
其

ノ
梯
込
委
本
金
若
シ
ク
ハ
出
費
額
ト
積
立
金
ト
ノ
合
計
額
ノ
十
分
一
ヲ
超
ユ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
超
過
金
額
ヲ
以
テ
事
鶴
岡
債
ヲ
貫
入
ル
、
ヨ
ト
ヲ
要

ス

日
本
銀
行
-
一
於
ケ
ル
園
事
賛
金
ノ
預
ケ
金
カ
引
額
キ
一
ヶ
月
以
上
-
一
五
リ
其
ノ
期
間
内
-
一
於
ケ
ル
園
事
賞
金
小
切
手
ノ
各
日
平
均
交
換
尻

決
済
高
ノ
二
倍
ヲ
超
過
ス
ル
額
ヲ
有
ス
ル
銀
行
内
其
ノ
超
過
額
ヲ
以
テ
事
費
闘
債
ヲ
賀
入
ル
、
ヨ
ト
ヲ
要
ス



第
九
僚

第
七
保
ノ
規
定
-
一
ヨ
リ
岡
債
ヲ
買
入
レ
タ
ル
モ
ノ
俸
給
勢
賃
手
常
賞
輿
放
費
及
下
請
手
間
賃
ノ
支
梯
ノ
ダ
メ
現
金
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ト
キ
ハ

前
月
若
シ
タ
ハ
前
期
=
支
揚
ヒ
タ
ル
受
領
謹
ヲ
墨
示
シ
其
ノ
金
額
ノ
鍵
圏
内
-
一
一
於
テ
其
ノ
関
債
ヲ
婚
保
ト
シ
テ
取
引
銀
行
ヨ

q
現
金
ノ
貸
付
ヲ
受

ク
ル
2

ト
ヲ
得

前
項
ノ
貸
付
金
ノ
利
率
ρ

之
カ
靖
保
タ
ル
園
債
ノ
額
面
利
率
ヲ
下
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
十
傑

前
保
ノ
貸
付
ヲ
ナ
シ
タ
ル
銀
行
ハ
其
ノ
貸
付
ヨ
リ
不
利
ナ
ラ
ザ
ル
傍
件
ヲ
以
一
ア
日
本
銀
行
ヨ
リ
貸
付
金
ヲ
受
ク
ル
ヨ
ト
ヲ
得

こ
の
提
案
は
、
今
日
、
政
府
撒
布
資
金
が
、
同
然
に
、
或
は
、
多
少
誘
導
的
に
、
循
環
し
て
居
る
途
筋
を
、
た
U
埴
確
に
誘
導
す

る
ζ

と
に
外
友
ら
ね
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
右
の
私
案
を
一
議
し
た
ピ
け
で
、
金
融
界
の
寅
際
に
通
や
る
人
々
に
は
、
明
か
で
あ
ら

う
と
忠
ふ
。

四回

岬町

私
案
の
説
明
に
入
る
前
に
、
今
日
、
政
府
が
闘
債
を
以
て
調
達
し
た
る
資
金
は
、
如
何
友
る
循
還
経
路
を
経
て
、
如
何
な
る
所
に

落
ち
付
い
て
居
る
か
を
、
漣
ぺ
て
置
く
と
と
が
、
必
要
で
あ
ら
う
と
恩
ふ
。
尤
も
、

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
重
複
を
避
け
て
、
た
T
簡
皐
に
説
明
す
る
と
と
に
す
る
。

と
の
と
と
に
つ
い
て
は
、
私
は
、
度
々
、
遁
ぺ

園
債
の
致
行
に
は
、

一
般
公
募
と
、
中
央
銀
行
の
引
受
務
行
と
の
二
つ
の
方
法
が
あ
る
と
と
は
、
今
夏
申
す
ま
で
も
友
い
。

公
募
の
揚
合
に
る
っ
て
は
、
金
融
界
に
己
に
存
在
す
る
資
金
が
、
閣
僚
の
夜
行
に
よ
っ
て
吸
ひ
上
げ
ら
れ
、
後
に
、
そ
れ
が
政
府
の

支
悌
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
金
融
界
に
復
賜
ず
る
と
と
h

左
る
。
ゆ
ゑ
に
、
園
債
の
護
行
以
前
広
於
て
、

そ
れ
を
消
化
す
る
所
の
資
金

の
存
在
が
前
提
傑
件
と
な
る
。
そ
し
て
、
園
債
が
護
行
せ
ら
れ
る
場
合
に
、
金
融
界
は
逼
迫
す
る
と
と
?
た
り
、
政
府
が
そ
の
資
金

を
支
梯
ふ
揚
合
に
、
緩
慢
と
友
る
、
ー
ー
と
言
ふ
よ
り
は
、
逼
迫
赦
態
が
解
け
て
、
一
冗
の
有
様
に
復
す
る
こ
と
、
な
る
の
で
あ
る
。

園
事
実
金
法
の
提
案

二
五

般

例へば、拙琴、金融動態論、附録、公債政策の金融R:及I~す影響



園
事
費
金
法
の
提
案

五

然
る
に
‘

日
本
銀
行
の
引
受
に
よ
っ
て
図
債
が
議
行
せ
ら
る
L
場
合
に
は
、
設
行
そ
の
も
の
は
、

そ
の
際
に
、
金
融
界
に
何
等
の

影
響
を
輿
へ
友
い
。

日
本
銀
行
の
図
債
の
引
受
は
、

中
央
銀
行
と
し
て
の
通
貨
供
給
の
榛
能
に
基
い
て
、

引
受
額
だ
け
、
創
作
的

に
、
政
府
預
金
を
設
定
す
る
に
外
た
ら
ね
か
ら
で
る
る
。

そ
し
て
、
我
が
闘
に
於
て
は
、

日
本
銀
行
は
、
先
換
銀
行
券
の
褒
行
に
つ

い
て
は
丸
そ
の
稜
行
雄
備
の
制
限
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

フ
ラ
ン
ス
銀
行
や
、

ア
メ
リ
カ
の
聯
邦
準
備
銀
行
の
如
く
に
、

1

1
ラ
イ
ヒ

ス
パ

γ
ク
も
法
制
と
は
同
様
で
あ
る
が
1
1
1
、
要
求
梯
債
務
に
謝
し
て
、

一
定
割
合
の
支
梯
準
備
金
を
も
た
ね
ば
友
ら
ね
制
度
に
は

な
っ
て
居
友
い
か
ら
、
比
較
的
、
金
額
上
に
は
自
由
任
意
花
、
国
債
を
引
受
け
得
る
と
と
に
た
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
日
本
銀
行
の
引
受
に
て
閣
僚
が
夜
行
せ
ら
る
L
所
の
、
今
日
の
我
が
園
の
や
り
方
に
於
て
は
、
護
行
額
だ
け
、
日
本
銀

行
に
於
け
る
政
府
預
金
が
出
来
上
る
の
で
あ
る
。
政
府
は
、
軍
事
費
そ
の
他
の
支
排
に
常
り
、

H
本
銀
行
宛
の
小
切
手
を
振
出
し
で
、

と
の
預
金
を
以
T

支
携
に
充
て
る
。
そ
の
小
切
手
は
、
政
府
に
物
品
を
納
入
し
、
事
業
ま
た
は
運
給
の
請
負
を
た
し
た
る
も
の
に
、

交
付
せ
ら
れ
た
る
揚
合
に
は
、

そ
れ
ら
の
御
用
合
枇
は
、

そ
れ
を
、
各
自
の
取
引
銀
行
に
預
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

政
府
支
梯

を
受
け
る
と
と
L
在
る
。

そ
の
揚
合
に
は
、

日
本
銀
行
は
、
嚢
に
、
園
債
の
引
受
け
に
て
設
定
し
た
る
政
府
預
金
よ
り
、

そ
の
小
切

手
金
額
だ
け
を
控
除
し
て
、

こ
れ
を
、

そ
の
小
切
手
を
呈
示
し
た
る
銀
行
の
預
ケ
金
に
振
替
へ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
預
ケ
金
の
出
来

上
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
中
銀
行
は
そ
の
取
引
先
た
る
御
用
舎
枇
の
預
金
を
確
定
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
例
へ
ば
、
政
府
が
、
十
寓
園
の
支
梯
を
な
す
と
き
は
、
市
中
銀
行
の
日
本
銀
行
に
於
げ
る
預
ケ
金
が
十
高
闘
止
、

御
用
舎
粧
の
市
中
銀
行
に
於
け
る
預
金
が
十
蔦
園
と
、
か
や
う
に
、
二
つ
の
十
寓
闘
の
預
金
が
出
来
上
る
諜
で
る
る
。
そ
し

τ、
そ

れ
だ
け
金
融
界
は
、
資
金
が
注
入
せ
ら
れ
た
の
で
る
っ
て
、
金
融
は
綬
慢
と
友
る
。
ゆ
ゑ
に
.
日
本
銀
行
引
受
渡
行
の
揚
合
に
は
、



閣
債
が
金
融
界
に
興
へ
る
最
初
の
影
響
は
、

一
般
公
募
の
場
合
と
は
逆
に
、
先
づ
金
融
界
に
資
金
を
注
入
し
、

こ
れ
を
綾
慢
な
ら
し

め
る
の
で
あ
る
。

こ
の
政
府
撒
布
資
金
は
、

と
れ
を
最
初
に
受
領
し
た
る
御
用
曾
粧
が
、

一
方
に
於
て
は
、
原
料
、
材
料
、
動
力
等
の
供
給
を
在
す

舎
祉
に
支
燐
ふ
と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
、

そ
の
雇
傭
す
る
所
の
も
の
に
、
俸
給
持
賃
と
し
て
の
支
携
に
充
て
る
。
す
な
は
ち
、
事

業
関
係
に
於
け
る
物
に
到
す
る
支
梯
と
、
雇
傭
闘
係
に
於
け
る
人
に
謝
す
る
支
擁
と
に
分
離
し
て
、
そ
の
資
金
は
働
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
時
四
徐
は
、
事
業
利
径
と
友
り
、

そ
の
中
の
配
営
せ
ら
る
L
も
の
を
除
い
て
は
、
命
日
枇
の
積
立
金
と
友
る
。
と
れ
ら
の

御
用
舎
枇
上
り
第
二
次
的
に
支
排
を
受
く
る
品
開
祉
に
あ
っ
て
も
、

そ
の
資
金
の
働
〈
方
向
は
、

乙
れ
と
全
〈
同
様
で
あ
り
、
第
三
次

及
が
そ
れ
以
後
の
も
の
に
於
て
も
亦
、
同
様
で
あ
る
。

御
用
曾
枇
及
び
そ
れ
よ
り
後
次
の
諸
舎
祉
に
於
け
る
支
燐
の
う
ち
、
事
業
関
係
の
支
沸
と
、
積
立
金
と
、
配
首
金
の
大
部
分
と
に

充
て
ら
れ
た
る
資
金
は
、
産
業
的
活
動
を
・
友
す
・
も
の
で
あ
っ
て
、
雇
傭
閥
係
の
支
梯
と
、
配
営
金
の
一
部
分
と
の
資
金
は
、
消
費
生

活
に
働
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
業
閥
係
の
支
沸
は
、
今
日
、
現
金
を
以
て
行
は
る
L
と
と
は
甚
だ
稀
在
る
例
外
で
あ
っ
て
、
そ

の
殆
ど
綿
で
は
、
小
切
手
を
以
て
支
梯
は
れ
、
そ
の
受
領
者
も
、
亦
、

と
れ
を
そ
の
ま
L
各
自
の
取
引
銀
行
へ
の
預
金
と
す
る
の
?

あ
り
、
麗
傭
関
係
の
も
の
は
、
現
金
を
以
て
支
携
は
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
事
業
関
係
の
支
嫌
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
資
金
は
、
銀
行
預
金
の
形
態
を
鑓
へ
る
こ
と
な
く
、
預
金
者
の
名
義
は
竣

る
け
れ
ど
も
.
預
金
の
ま
a
h

で
、
い
づ
れ
か
の
銀
行
に
浅
留
す
る
の
で
あ
る
。
雇
傭
関
係
の
現
金
に
て
支
椀
は
れ
た
る
資
金
は
、
ま
た

直
ち
に
銀
行
に
預
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
多
く
は
生
活
費
に
支
出
せ
ら
れ
、
小
賀
商
の
手
に
渡
る
。
そ
し
で
‘
小

商
事
資
金
法
白
提
案

二
五
三



園
事
実
金
法
の
提
案

五
回

費
商
よ
り
直
接
に
、
ま
た
は
卸
責
商
、
生
産
者
・
な
ど
を
粧
て
、
銀
行
に
預
け
入
れ
ら
れ
る
。
流
通
界
に
残
留
す
る
現
金
は
、
俸
給
持

貨
と
し
て
支
排
は
る
、
金
額
が
、
涯
加
累
増
的
傾
向
を
辿
り
、
生
活
費
の
支
出
が
増
大
し
‘
小
賓
取
引
が
膨
脹
す
る
の
で
友
け
れ
ば
、

増
加
す
る
も
の
で
た
く
、
通
常
の
欣
態
に
於
て
は
、
現
金
は
そ
の
自
働
的
牧
縮
性
に
よ
り
、
銀
行
演
金
に
復
蹄
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
〈
て
、
順
官
放
る
循
環
経
路
に
於
て
は
、

政
府
支
出
資
金
は
、
結
局
、

み
た
銀
行
預
金
と
な
る
。
勿
論
、

こ
の
預
金
は
、
産
業

資
金
と
し
て
活
動
し
、
曾
枇
聞
の
支
捌
陀
だ
て
ら
れ
つ
h
あ
る
聞
は
、
諸
銀
行
の
閣
に
移
動
す
る
の
で
あ
る
付
れ
ど
も
、
そ
の
移
動

金
額
の
大
部
分
は
、
銀
行
相
互
の
間
に
あ
っ
て
は
、
手
形
交
換
に
於
で
相
殺
せ
ら
れ
、
寅
際
に
授
受
せ
ら
れ
る
金
額
は
、
預
金
総
額

に
射
し
て
甚
だ
僅
少
の
割
合
を
占
む
る
に
過
ぎ
友
い
も
の
で
、
謂
は
ゆ
る
交
換
比
だ
け
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
諸
舎
一
位
聞
に
於
て
は
、

政
府
撒
布
資
金
よ
り
成
る
預
金
は
、

蝦
k

、

授
受
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

各
銀
行
の
預
金
は
、

そ
の
大
部
分
は
移
動
す
る
と
と
宏

く、

E
っ
、
政
府
の
支
梯
の
進
む
に
つ
れ
て
増
加
の
一
路
を
辿
る
の
み
で
あ
る
。

か
や
う
に
し
て
、
閣
僚
の
日
本
銀
行
引
受
を
以
て
調
達
せ
ら
れ
た
る
政
府
資
金
は
、
政
府
が
こ
れ
を
支
排
に
充
う
る
こ
と
に
よ
り
.

日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
預
金
は
減
少
し
て
、
市
中
銀
行
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
の
増
加
と
な
り
、
ま
た
市
中
銀
行
に
於
け

る
預
金
の
増
加
と
怠
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
預
ケ
金
ま
た
は
預
金
の
増
加
し
た
る
頃
を
見
計
ら
つ
で
、
日
本
銀
行
は
手
持
問

債
の
寅
出
を
友
す
。
そ
の
と
き
に
、

そ
れ
が
、
市
中
銀
行
に
よ
っ
て
買
受
け
ら
る
h

た
ら
ば
、
日
本
銀
行
に
於
行
る
預
ケ
金
、
す
た

は
ち
一
般
預
金
の
減
少
と
友
り
、
銀
行
頂
金
者
に
よ
っ
て
買
受
け
ら
る
L
た
ち
ば
、
市
中
銀
行
預
金
の
減
少
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
と

同
時
に
、

日
本
銀
行
の
一
般
預
金
の
減
少
と
を
結
果
ナ
る
乙
と
L

た
る
。
今
日
謂
ふ
所
の
園
債
の
消
化
と
は
、

こ
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、

日
本
銀
行
の
引
受
に
て
園
債
が
蛮
行
せ
ら
れ
る
揚
合
に
は
、

そ
の
議
行
の
際
に
は
、
金
融
界
に
何
等
の
影
響



た
〈
、
政
府
の
支
挽
に
よ
っ
て
、
金
融
界
は
先
づ
緩
慢
と
左
り
、
日
本
銀
行
が
回
債
を
貸
出
す
に
至
っ
て
、
そ
れ
が
引
締
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
併
し
そ
の
場
合
に
於
て
も
、
市
中
銀
行
が
図
債
を
買
受
け
た
る
揚
合
に
は
、
日
本
銀
行
の
一
般
預
金
た
る
資
金
は
牧

縮
ず
る
け
れ
ど
も
、
各
市
中
銀
行
に
於
け
る
預
金
は
牧
縮
ず
る
こ
と
・
た
く
、
預
金
者
は
そ
れ
を
預
金
の
形
態
に
於
て
、
任
意
自
由
に

支
携
に
充
つ
る
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
預
金
者
が
闘
債
を
買
受
け
て
、
初
め
て
市
中
銀
行
の
預
金
は
牧
縮
ず
る
の
で
あ
る
。

と
れ
が
、
今
日
の
、
自
然
の
、
或
は
多
少
の
誘
導
の
下
に
、
政
府
資
金
が
循
環
し
て
、
国
債
の
消
化
を
左
し
つ

L
る
る
有
様
で
あ

る
。
併
し
こ
の
揚
合
k
b
つ
て
は
園
債
を
消
化
す
る
に
働
く
資
金
は
、
政
府
撒
布
の
資
金
に
は
限
ら
守
、
政
府
支
梯
以
外
の
淵
源
陀

よ
り
存
在
す
る
所
の
言
は

r
平
時
資
金
も
回
債
の
滑
化
に
働
〈
と
共
陀
、
圏
債
陀
よ
っ
て
調
達
ぜ
ら
れ
た
る
政
府
資
金
が
、
却
つ

τ

消
費
生
活
に
多
量
忙
入
り
込
み
、
請
ゆ
る
版
行
景
気
を
煽
揚
ず
る
の
可
能
が
あ
り
、
現
に
そ
の
事
費
も
目
前
K
見
る
所
で
あ
る
。

私
の
提
案
す
る
所
は
、
一
牛
時
資
金
が
閣
僚
消
化
に
働
〈
む
と
を
何
等
妨
ぐ
る
所
た
〈
し
て
、
政
府
が
、
事
媛
閥
係
に
於
て
、
資
材

の
調
達
及
び
工
事
ま
た
は
運
轍
の
請
負
の
た
め
に
撒
布
す
る
所
の
資
金
は
、
悉
く
、
そ
の
産
業
的
活
動
を
終
へ
た
る
後
は
、
国
債
の

消
化
に
働
〈
ぺ
く
、
法
制
的
に
、
且
つ
、
遁
確
に
、
誘
導
せ
ん
と
す
る
も
の
で
る
っ
て
、

乙

L
K
漣
ぺ
た
る
所
の
自
然
の
循
環
が
、

狂
ふ
と
と
泣
く
、

E
常
に
行
は
れ
る
や
う
に
仕
向
け
、
政
行
景
気
を
抑
へ
、
生
活
上
の
相
刻
を
避
け
ん
と
す
る
こ
と
に
外
左
ら
ぬ
の

で
あ
る
。

一ー一

私
の
案
の
出
笈
結
は
、
政
府
が
、
日
木
銀
行
引
受
に
よ
る
園
債
の
護
行
を
以
て
、
日
本
銀
行
預
金
と
し
て
調
達
し
た
る
資
金
を
、

他
の
資
金
ー
ー
ー
言
は

r
卒
時
資
金

i
iと
、
匝
別
す
る
と
と
に
初
ま
る
。
第
一
僚
が
、
そ
れ
で
あ
っ
て
、

日
本
銀
行
は
、
園
債
と
振

園
事
実
金
法
白
提
案

二
五
五



園
事
資
金
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提
案

二
五
六

替
へ
に
創
作
し
た
る
政
府
預
金
を
、
初
め
よ
り
、
政
府
の
他
の
預
金
と
区
別
し
て
取
扱
ふ
こ
と
L
す
る
の
で
あ
る
。

か
-
A

る
資
金
は
、
園
事
の
た
め
の
資
金
で
あ
っ
て
、
私
人
の
私
す
べ
き
も
の
で
は
左
い
と
言
ふ
見
地
か
ら
、
と
L
で
は
仮
に
〈
園

事
資
金
〉
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
併
し
、

こ
の
名
稀
は
、
他
の
一
資
金
と
匝
別
す
る
た
め
に
必
や
と
れ
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
け
れ

ど
も
、

必
や
'
同
事
資
金
と
付
け
ね
ば
な
ら
ぬ
諜
で
は
な
〈
、

例
へ
ば
、

興
市
出
資
金
、

愛
闘
資
金
、

ま
た
は
非
常
資
金
と
名
付
け
て
も

立
Z
4
-
L
¥
+
仇
工
、

o

-
h
7
J
J
i
7
4
れ
V

要
す
る
に
、
支
那
事
日
明
同
僚

l
!と
れ
も
簡
単
に
、

興

m凶
債
と
名
づ
け
る
と
と
与
す
る
の
引
受
け
に
よ
っ

て
、
日
本
銀
行
に
於
て
創
作
し
た
る
政
府
預
金
の
こ
と
で
あ
る
。

か
く
て
、
日
本
銀
行
に
政
府
預
金
と
し
て
設
け
ら
れ
た
る
首
初
よ
り
、
他
の
資
金
と
区
別
せ
ら
れ
た
る
園
事
資
金
は
、
爾
後
の
流

通
経
路
に
於
て
も
、
常
に
、
他
の
資
金
と
匝
別
せ
ら
れ
て
、
活
動
す
る
と
と
に
、
法
制
上
の
誘
導
を
受
け
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ

ゆ
ゑ
に
、
政
府
が
、

こ
の
聞
事
資
金
を
以
て
支
抑
を
友
す
揚
合
の
小
切
手
に
は
、
そ
の
園
事
資
金
た
る
と
と
を
示
す
ぺ
き
何
等
か
の

表
示
を
、
そ
の
小
切
手
の
上
に
注
ナ
と
と
L
ず
る
。
例
へ
ば
、

ニ
足
の
形
式
を
備
へ
た
る
ス
タ
ン
プ
を
押
す
の
で
あ
る
。

今

H
に
で
も
、
政
府
の
支
梯
は
、
前
週
の
如
く
、
綿
て
小
切
手
を
以
て
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
御
用
合
祉
に
支

梯
は
れ
た
る
と
き
に
、
彼
等
は
、
そ
れ
と
引
換
へ
に
現
金
を
受
取
る
と
と
た
〈
、
そ
の
ま
L
各
自
の
取
引
銀
行
へ
預
金
と
す
る
の
で

あ
る
。
と
の
事
貧
を
、
私
案
に
於
て
は
、
法
制
化
す
る
た
め
に
、
政
府
小
切
手
に
で
も
、
園
事
資
金
を
以
で
、
事
慶
用
資
材
若
し
〈

は
工
事
ま
た
は
運
輸
の
針
債
と
し
て
支
梯
は
る
L
も
の
は
、
謂
は
ゆ
る
線
引
と
な
し
、

一
慮
、
銀
行
預
金
と
せ
ね
ば
友
ら
ぬ
と
と
h

す
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
政
府
の
支
沸
金
で
あ
っ
て
も
、
租
税
、
官
業
収
入
及
び
事
境
関
係
以
外
の
園
債
を
以
て
調
達
し
た
る
資
金

の
支
梯
、
す
左
は
ち
普
通
抽
出
算
の
範
圏
に
属
す
る
歳
問
の
支
梯
、
及
び
事
費
園
債
を
以
て
調
達
し
た
る
資
金
で
あ
っ
て
も
、
資
材
の



調
達
ま
た
は
工
事
、
運
輸
の
請
負
の
針
債
と
し
て
の
支
梯
に
あ
ら
ざ
る
も
の
は
、
線
引
小
切
手
を
要
求
せ
ら
る
L
も
の
?
は
友
い
。

従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
小
切
手
は
、
今
臼
に
於
け
る
と
同
じ
〈
、
日
本
銀
行
に
於
て
、
そ
れ
を
以
て
直
ち
に
現
金
を
受
領
す
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
あ

3
0
と
れ
が
、
第
二
僚
第
一
項
で
あ
る
。

か
〈
て
、
園
事
資
金
た
る
表
示
を
も
っ
小
切
手
は
、
御
用
金
祉
に
よ
っ
て
、

そ
の
取
引
銀
行
に
預
金
ム
」
せ
ら
れ
る
。
と
の
場
合
に

は
、
そ
の
預
金
を
、

そ
の
預
け
入
れ
人
の
他
の
積
金
左
区
別
し
て
取
扱
れ
る
の
で
あ
る
。
す
た
は
ち
、
か
t
h

る
預
金
者
は
、
普
通
の

預
金
と
、
言
は
ピ
園
事
預
金
と
い
ふ
も
の
と
、
こ
た
通
り
の
預
金
を
も
っ
と
と
h

た
る
の
で
あ
る
。
今
日
に
於
て
も
、
預
金
者
は
、

往
々
、

一
つ
の
演
金
口
座
の
外
に
、
別
に
預
金
の
口
座
を
も
っ
て
腐
る
と
と
が
あ
冶
が
、
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
が
第
三
保
第

一
項
で
る
る
。

預
金
者
は
、
首
座
預
金
を
定
期
預
金
に

ま
た
は
侍
別
常
座
頂
金
官
営
腔
涙
金
に
簿
廷
す
る
こ
と
が
め
み
で
あ
ら
戸
つ
。
然
お
揚
ム
口

に
於
て
は
、
そ
の
元
の
預
金
が
、
園
事
資
金
と
し
て
の
預
金
で
あ
る
・
な
ら
ば
、
捕
獲
更
後
の
預
金
も
園
事
資
金
と
し
て
、
他
の
普
通
の

預
金
と
区
別
し
て
取
扱
は
る
誌
の
で
る
る
。
第
三
僚
第
二
項
に
於
て
そ
れ
が
規
定
せ
ら
れ
て
居
る
。

園
事
資
金
は
、
常
に
他
の
資
金
一
と
区
別
し
で
取
扱
は
れ
占
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
か
ら
、

と
れ
を
預
金
と
し
て
も
つ
も
の
が
、
そ
れ
を
支

抽
帥
に
充
つ
る
揚
合
に
は
、
や
は
り
線
引
の
小
切
手
を
以
て
し
左
け
れ
ば
友
ら
ね
と
と
・
与
す
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
岡
事
資
金
た
る
表

一
不
を
、
そ
の
小
切
手
面
K
し
て
置
く
と
と
は
、
政
府
振
出
の
小
切
手
の
揚
ム
ロ
と
同
様
?
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
第
二
僚
第
二
項
を
以
で
こ

れ
を
規
定
す
る
。

園
事
資
金
は
、
か
や
う
に
、
常
に
、
他
の
資
金
と
区
別
し
て
取
扱
は
る
べ
き
も
の
と
す
る
た
め
、
必
A
V
線
引
小
切
手
を
以
て
支
燐

園
事
費
金
法
の
提
案

五
七



園
事
黄
金
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提
案

二
五
八

は
る
L
も
の
と
す
る
と
共
に
、
ま
た
、
現
金
を
以
て
引
出
す
と
と
を
得
泣
い
も
の
と
し
て
置
か
ね
ば
友
ら
お
。
現
金
を
以
て
引
出
さ

れ
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
は
園
事
資
金
た
る
こ
と
の
何
等
の
印
も
附
い
て
居
泣
い
の
で
あ
る
か
ら
、

一
日
一
、
引
出
さ
れ
た
る

後
、
そ
れ
が
ま
た
預
金
と
せ
ら
る
L

に
し
て
も
、
他
の
資
金
と
匿
別
せ
ら
る
t
A

方
法
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
に
、

と
の
園
事

資
金
の
制
度
た
る
も
の
は
、

一
つ
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
耽
る
を
防
ぐ
が
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
離
か
ら
言
っ
て
も
、

現
金
の
引
出
は
出
来
な
い
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
第
四
僚
は
、

と
の
と
と
を
規
定
す
る
。

園
事
資
金
は
、

必
A
Y
、
線
引
小
切
手
を
以
て
支
梯
は
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
と
す
る
の
で
る
る
が
、

そ
の
小
切
手
の
金
額
が
、
あ
ま
り
小

額
で
あ
っ
て
は
左
ら
む
の
小
額
の
小
切
手
を
許
す
と
き
は
、

一
つ
は
、
そ
れ
が
、
国
事
資
金
た
る
が
た
め
、
紙
幣
類
似
の
通
用
を
訟

す
と
と
が
あ
っ
て
は
、
第
態
的
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
た
る
虞
が
生
じ
る
し
、

ま
も
ド
一
つ
に
は
、
俸
給
持
貨
の
支
排
に
充
て
ら
れ
る

と
と
L
恋
つ
て
は
、

乙
の
小
切
手
は
、
前
述
の
如
く
、
現
金
を
以
て
引
出
す
こ
と
が
出
来
一
泣
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
受
領
者
に
於
て
、

生
活
費
の
支
柚
析
に
因
る
こ
と
L
な
る
か
ら
で
る
る
。
従
っ
て
、
と
の
小
切
手
に
は
最
低
限
度
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

こ
L
に
は
.

そ
の
最
低
限
度
は
、
仮
に
、

一
千
固
と
し
て
置
く
。
そ
れ
を
法
文
化
し
た
も
の
が
、
第
二
僚
の
第
二
項
と
第
三
項
と
で
あ
る
。

四

今
日
に
る
っ
て
も
、
大
口
の
支
携
は
、
小
切
手
を
以
て
行
は
れ
る
の
で
る
っ
て
、
且
つ
、
そ
の
受
領
者
も
亦
、
そ
の
小
切
手
を
そ

の
ま
L
自
己
の
預
金
と
し
て
置
き
、
そ
の
大
口
の
支
挽
に
は
、
ま
た
、
小
切
手
を
用
ゐ
る
の
で
る
る
。
す
た
は
ち
、
大
口
の
取
引
に

あ
り
で
は
、
預
金
が
預
金
の
ま
誌
で
、
移
譲
せ
ら
る
与
と
と
に
よ
っ
て
、
玄
梯
の
決
済
が
行
は
れ
で
居
る
の
で
あ
る
。
謂
は
ゆ
る
預

金
通
貨
を
以
て
す
る
決
済
で
あ
り
、
舎
枇
聞
の
支
梯
決
済
は
、
み
友
乙
の
方
法
に
よ
る
の
で
る
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
事
費
用
の
資
材



を
政
府
に
納
入
し
、
ま
た
は
、
一
事
費
関
係
の
工
事
や
運
輸
を
請
負
ひ
た
る
御
用
舎
枇
が
、
そ
の
原
料
、
材
料
、
動
力
た
ど
の
支
出
加
の

た
め
に
、
小
切
手
を
用
ゐ
る
と
と
を
、
法
制
的
に
定
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
何
等
の
不
便
も
不
都
合
も
あ
る
誇
で
は
た
い
。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
か
t
A

る
用
途
に
於
け
る
原
料
、
材
料
、
動
力
左
左
の
一
切
の
取
引
関
係
に
於
て
、
そ
の
支
梯
が
、
悉
〈
、
園
事
責

金
た
る
表
示
る
る
所
の
線
引
小
切
手
略
し
て
園
事
資
金
小
切
手
と
い
ふ
ー
ー
ー
を
以
て
た
さ
る
t
h
ζ

と
L
な
っ
た
と
て
、
何
等
、

現
在
の
支
梯
決
済
の
慣
習
に
背
く
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
第
五
僚
に
於
て
、

〈
支
那
事
費
費
珠
算
一
一
幕
ケ
事
業
-
一
闘
見
ル
範
国

内
品
於
テ
ハ
共
ノ
直
接
タ
ル
ト
間
接
タ
ル
ト
ヲ
間
ハ
ス
園
事
資
金
ヲ
以
テ
ス
ル
支
排
ヲ
担
絶
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
V

と
規
定
し
た
の
は

こ
の
慣
習
を
た
U

法
文
化
し
た
に
過
ぎ
た
い
の
で
る
る
c

併
し
、
園
事
資
金
を
以
て
文
搬
を
友
す
取
引
と
、
然
ら
ざ
る
取
引
と
の
匡
別
は
、
政
府
へ
直
接
に
納
入
を
す
る
曾
枇
、
ま
た
は
、

政
附
の
工
事
ま
た
は
溺
輸
を
直
接
K
前
魚
ふ
人
曲
「
枇
な
い
と
に
‘

阪
市三I
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芯

れ
ど
も
、
そ
れ
か
ら
、
並
行
す
る
に
従
っ
て
、
次
第
に
明
臨
時
さ
を
失
ふ
こ

K
L
な
り
、
遂
に
は
、
取
引
の
営
時
に
於
て
さ
へ
、
そ
の

も
の
が
田
市
し
て
政
府
納
入
と
友
る
か
、
民
間
の
使
用
に
向
け
ら
れ
る
か
、
が
定
ま
っ
て
居
左
い
も
の
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
ゆ
ゑ
に
、

〈
間
接
V

に
、
支
那
事
費
費
橡
算
に
基
く
事
業
に
関
ず
る
も
の
で
る
る
か
、
ど
う
か
、
と
い
ふ
こ
と
は
、
如
何
左
る
標
準
を
以
て
し
て

も
、
判
別
し
難
き
も
の
が
友
い
と
は
言
へ
な
い
で
あ
ら
う
。

併
し
な
が
ら
、
園
事
資
金
を
有
す
る
も
の
が
、
そ
れ
を
以
て
支
排
を
な
さ
ん
と
欲
す
る
揚
合
に
は
、
そ
の
取
引
に
営
り
、
強
め
闘

事
資
金
の
支
梯
在
る
こ
と
を
以
て
、
交
渉
す
れ
ば
よ
い
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
普
通
の
取
引
に
於
て
も
、
例
へ
ば
、
現
金
梯
で
は
た

〈
、
一
一
一
ヶ
月
期
間
の
手
形
を
以
て
す
る
支
梯
を
友
ナ
場
合
に
は
、

そ
の
了
解
の
下
に
、
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
あ
る
と
、
相
似
た
る

園
事
実
金
法
の
提
案

五
九
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も
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、

こ
の
函
事
資
金
制
度
友
る
も
の
が
、
園
滑
に
賞
行
せ
ら
れ
得
る
や
否
や
は
、
寅
は
、
こ
れ
を
以
て
す

る
支
梯
が
、
支
障
左
く
行
は
れ
得
る
や
否
ゃ
に
懸
っ
て
居
る
と
言
つ
で
も
よ
い
。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、

と
の
臨
は
、
私
案
を
一
通
り
設
明

し
た
る
後
に
、
再
び
、

乙
れ
に
論
及
せ
ん
と
欲
す
る
所
で
あ
る
。

園
事
費
金
が
.
順
首
闘
滑
に
取
引
に
用
ゐ
ら
れ
、
図
事
資
金
の
預
金
が
、
預
金
通
貨
と
し
て
流
通
す
る
揚
合
に
は
、
そ
れ
は
営
然

に
、
手
形
交
換
の
機
構
に
於
て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
国
事
資
金
の
預
金
は
、
常
に
、
他
の
預
金
と
区
別
し
て
取
扱
は

ゐ
ぺ
ま
も
の

v-
あ
る
か
ら
、

F
M克
典
己
人
、
亡
も
.

2
7一う
i
h
i
“
:

岡
事
資
金
の
表
示
あ
る
小
切
手
は
、

普
通
の
手
形
小
切
手
類
と
交
換
相
殺
せ
ら

れ
る
と
と
友
く
、
常
に
、
ま
た
園
事
資
金
の
表
示
あ
る
小
切
手
と
交
換
相
殺
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
し
た
け
れ
ば
な
ら
友
い
。

乙
の
と
と
は
、
第
六
僚
に
規
定
す
る
所
で
あ
っ
て
、

一
見
す
れ
ば
、
甚
だ
交
換
事
務
を
錯
雑
友
ら
し
む
る
が
如
〈
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
賓
は
、
交
換
加
入
銀
行
が
、
倍
教
に
増
加
し
た
の
と
同
様
で
あ
っ
て
、
賓
務
的
に
は
.
何
等
の
錯
雑
を
加
へ
る
も
の
で
は
友
い
。

五

園
事
資
金
を
有
す
る
舎
枇
ま
た
は
個
人
は
、

そ
の
園
事
資
金
を
受
領
す
る
を
得
る
に
至
。
た
る
元
の
各
取
引
関
係
に
は
、
園
事
裁

金
を
以
て
そ
の
支
排
を
す
る
。
ま
た
卒
時
事
業
の
闘
係
に
於
て
も
、
相
手
方
の
了
解
を
得
た
る
揚
合
に
は
、
園
事
資
金
を
以
て
文
梯

を
す
る
。
ゆ
ゑ
に
、
園
事
資
金
は
、
事
費
関
係
の
範
閣
に
属
す
る
事
業
取
引
の
決
済
は
、
そ
の
殆
ど
綿
て
が
、

と
れ
を
以
て
充

τ
ら

る
L
こ
と
-A

た
る
。
か
く
て
、
曾
祉
ま
た
は
個
人
に
資
金
と
し
て
残
存
す
る
も
の
は
、
俸
給
持
賃
の
支
携
に
充
つ
る
も
の
と
.
借
入

会
枇
債
た
ど
の
利
子
と
、
事
業
利
益
と
で
あ
る
。
俸
給
労
賃
は
現
金
を
以
て
支
梯
は
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
借
入
金
枇
債
の
利
子
及
び
事

業
利
盆
の
底
分
た
る
配
常
は
、

一
口
の
支
梯
高
が
一
千
園
以
上
た
る
揚
合
に
は
、
そ
れ
ら
が
、
事
愛
事
業
の
も
の
で
あ
る
限
り
、
図



事
資
金
山
小
切
手
を
以
て
支
梯
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
併
し
一
口
、

一
千
園
以
下
の
揚
合
に
は
、
現
金
を
以
て
支
梯
は
ね
ば
友
ら
向
。

ゆ
ゑ
に
、
事
業
舎
祉
に
於
て
、
結
局
に
於
て
、
園
事
資
金
の
残
存
す
る
も
の
は
、
積
立
金
に
営
る
部
分
と
、
事
愛
関
係
の
事
業
範

圏
に
開
局
し
・
な
が
ら
も
、
現
金
を
以
て
支
排
ひ
を
在
し
た
る
部
分
に
首
る
も
の
1

ど
で
あ
る
。
若
し
積
立
金
が
、
更
に
そ
れ
を
以

τ
、
事

餐
闘
係
の
事
業
横
張
に
充
て
ら
る
L
場
合
に
は
、
ま
た
そ
れ
は
園
事
資
金
を
以
て
支
挽
ふ
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ぞ
れ

だ
け
の
額
は
、
手
許
の
聞
事
資
金
の
額
を
減
少
す
る
。
現
金
支
捌
は
、
事
愛
事
業
よ
り
の
牧
入
を
以
て
こ
れ
に
充
て
友
〈
と
も
、
併

行
的
に
行
っ
て
居
る
所
の
平
時
事
業
、
謂
は
ゆ
る
民
需
事
業
よ
り
の
牧
入
を
以
て
支
排
さ
れ
る
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
高
一
そ

れ
を
以
て
不
足
す
み
と
合
は
、
後
に
漣
ぷ
る
所
の
方
誌
に
よ
り
、
銀
行
よ
り
の
借
入
金
を
以
て
、

そ
れ

κ充
て
る
と
と
が
出
来
る
。

か
や
う
に
し
て
、
個
人
ま
た
は
倉
枇
に
残
存
し
た
る
園
事
資
金
は
、
そ
れ
が
、
産
業
的
に
活
動
す
る
だ
け
は
活
動
し
て
.
然
る
後

に
E

山
川
存
し
た
も
の
LI--ゆ
め
令
ご
と
が
山
中
米
る
。
"
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集
合
し
て
、
結
局
は
、
個
人
ま
た
は
曾
枇
の
手
許
に
於
て
、
か
く
の
如
き
有
様
に
て
、
残
留
す
る
と
と
L
在
る
。
そ
し
て
時
の
経
過

と
共
に
、
換
言
す
れ
ば
、
政
府
支
携
の
累
積
と
共
に
、
個
人
ま
た
は
舎
祉
の
手
詐
に
於
て
、
累
積
す
る
こ
と
L
な
る
。

私
案
は
、
か
L
る
欣
態
に
達
し
て
累
積
し
た
る
園
事
資
金
を
以
て
、
園
債
を
買
入
れ
し
め
て
、
そ
の
消
化
を
計
ら
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、

と
の
提
案
の
、
園
事
資
金
制
度
た
る
も
の
は
、
か
く
の
如
く
に
、
国
事
資
金
を
誘
導
し
、
そ
れ
が
産
業
的
活
動

を
な
し
つ

L
あ
る
聞
に
も
、
他
の
方
途
に
逸
脱
す
る
と
と
を
堰
き
止
め
、
溜
る
べ
き
所
に
溜
ら
し
め
て
、
圏
債
の
消
化
に
向
け
し
む

る
に
あ
る
の
で
あ
る
。

併
し
友
が
ら
、
手
許
保
有
の
園
事
資
金
が
、

l
lー
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
常
に
銀
行
預
金
の
形
に
於
て
る
る
の
で
あ
る
が

l
l相

園
事
費
金
法
の
提
案

六



園
事
実
金
法
の
提
案

二
六

営
の
額
に
纏
っ
た
も
の
と
友
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
直
ち
に
、
そ
の
全
額
を
産
業
的
に
遊
離
し
た
も
の
と
は
言
へ
な
い

で
め
ら
う
。
そ
れ
は
、
原
料
、
材
料
、
動
力
等
に
支
梯
は
た
け
れ
ば
友
ら
ね
も
の
が
、
偶
々
一
時
的
に
停
滞
し
た
場
合
で
あ
ろ
か
も

知
れ
/
な
い
。
そ
れ
ゆ
ゑ
比
、
園
事
資
金
の
有
高
が
、
何
穫
に
達
し
た
な
ら
ば
、

そ
れ
が
図
債
買
入
の
限
度
に
達
し
た
も
の
と
認
む
ベ

き
か
は
、
事
業
の
規
模
に
よ
っ
て
一
様
に
一
一
面
ふ
と
と
を
得
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。
ど
れ
に
は
、

一
定
の
明
閣
引
績
き
一
定
の
金
額
を

畑
山
泊
し
た
る
部
八
刀
を
以
て
、
産
業
的
に
遊
離
し
た
る
園
事
資
余
と
認
む
る
の
外
は
な
い
。

私
案
第
七
僚
は
、
個
人
に
る
っ
て
は
、
引
績
き
一
ヶ
月
以
上
、
園
事
資
金
の
預
金
残
高
が
五
寓
圃
を
超
ゆ
る
と
き
は
、
そ
の
超
過

金
額
を
以
て
園
債
を
貿
入
る
べ
き
も
の
と
た
し
、
舎
社
及
び
そ
の
他
の
法
人
に
る
っ
て
は
、
こ
の
預
金
が
、
そ
の
梯
込
資
本
金
若
し

く
は
出
資
額
に
積
立
金
の
高
を
加
へ
た
る
も
の
L
合
計
額
の
十
分
の
一
を
超
え
た
る
と
き
は
、

そ
の
超
過
金
額
を
以
て
国
債
を
貫
入

る
べ
き
も
の
と
し
た
。
併
し
、

こ
の
標
準
は
格
別
の
根
捺
あ
る
も
の
で
は
た
く
、
間
早
に
、
同
協
に
さ
う
定
め
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

園
事
資
金
は
、
常
に
銀
行
預
金
の
形
態
に
於
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
を
以
て
園
債
を
買
入
れ
る
こ
と
を
法
制

上
の
義
務
と
す
る
以
上
は
、
所
持
者
の
任
意
の
買
入
に
委
ぬ
る
に
及
ぼ
中
、

そ
の
預
金
を
も
て
る
銀
行
を
し
て
、
自
動
的
に
乙
れ
を

買
入
れ
し
む
る
と
と
白
為
し
て
も
よ
い
u

た
ピ
銘
柄
の
選
捧
に
つ
い
て
は
、
預
金
者
の
意
向
に
従
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
事
費
園
債
が
、

い
づ
れ
も
、
殆
ど
同
一
一
傑
件
に
て
蛮
行
せ
ら
れ
、
同
一
の
責
渡
値
段
を
以
て
日
本
銀
行
よ
り
寅
渡
さ
る
L
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
選

揮
は
、
寅
際
上
、
殆
ど
無
用
で
あ
る
。

国
事
資
金
の
預
金
者
が
、
そ
の
取
引
銀
行
に
於
け
る
預
金
を
以
て
圏
債
を
買
入
る
、
揚
合
に
は
、
そ
の
受
合
は
、
銀
行
に
於
て
も

亦
、
常
に
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
預
金
者
の
取
引
銀
行
に
於
け
る
預
金
が
、
買
入
債



舗
だ
け
減
少
す
る
と
共
に
、

そ
の
銀
行
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
演
ケ
金
も
、
同
時
に
そ
れ
だ
け
減
少
す
る
こ
と
h

た
る
。
乙
の
預
ケ

金
は
、
暴
に
、
政
府
が
小
切
手
を
振
出
し
た
る
と
き
に
、
政
府
賀
金
よ
り
民
間
預
金
に
振
替
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
政
府
預

金
は
、
園
債
の
議
行
に
よ
っ
て
日
本
銀
行
に
於
て
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、
預
金
者
の
闘
債
買
入
に
よ
っ
て
、
と
の
預
ケ
金

の
消
滅
す
る
こ
と
は
、
暴
に
政
府
の
た
め
に
創
作
せ
ら
れ
た
る
資
金
が
消
滅
し
た
の
で
あ
っ
て
、
日
本
銀
行
が
中
央
銀
行
と
し
で
、

通
貨
供
給
の
任
務
を
完
全
に
果
し
た
諜
で
あ
り
、
公
債
が
完
全
に
消
化
せ
ら
れ
た
識
で
あ
る
。
園
事
資
金
は
、
そ
の
使
命
と
す
る
所

の
産
業
的
活
動
を
完
全
に
仕
途
げ
て
、
元
の
無
に
蹄
っ
た
の
で
あ
る
。

-'-
~、

岡
事
資
金
は
、
布
に
述
ぷ
る
が
如
ぐ
.
結
局
に
於
て
岡
債
の
消
化
に
向
っ
て
誘
導
せ
ら
れ
る
つ
併
し
な
が
ら
、

ぞ
れ
が
、
産
業
費

金
と
し
で
、
幌
々
、
活
動
せ
る
聞
は
、
個
人
及
び
合
枇
に
於
て
は
、

一
定
の
期
間
引
積
き
て
一
定
の
金
額
を
超
ゆ
る
程
に
纏
る
に
至

ら
友
い
。
併
し
友
が
ら
、
同
事
資
金
は
、
常
に
銀
行
預
金
の
形
態
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
現
金
と
し
て
引
出
さ
れ
る
も
の
で
友
い
か

ら
、
銀
行
に
於
て
は
、
政
府
の
支
携
と
共
に
、
そ
れ
だ
け
の
金
額
は
、
預
金
と
し
て
存
在
し
、
全
た
同
額
が
、
日
本
銀
行
に
於
け
る

預
ケ
金
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

建恥
U
Eこ
ト
」
司

h
リ
、

こ
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
各
銀
行
の
漬
ケ
金
は
、

そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
預
金
者

が
、
乙
れ
を
産
業
資
金
と
し
て
用
ゐ
、
岬
微
々
流
通
せ
し
む
る
と
共
に
、
銀
行
聞
に
移
縛
す
る
筈
の
も
の
で
る
る
。

併
し
、
預
金
者
の
数
は
甚
だ
多
い
け
れ
ど
も
、
銀
行
の
数
は
比
較
的
に
少
い
。
殊
に
、
我
が
園
の
預
金
は
、
主
に
、
謂
は
ゆ
る
六

大
銀
行
に
集
中
し
て
居
る
。
従
っ
て
、
嚢
に
も
一
言
し
た
る
が
如
く
、
質
金
者
相
互
間
の
支
梯
閥
係
に
よ
る
園
事
資
金
の
移
鞠
は
、

銀
行
相
互
間
に
あ
り
で
は
、

そ
の
大
部
分
が
、
交
換
機
構
に
於
け
る
交
換
を
以
て
相
殺
せ
ら
る
L
こ
と
、
友
る
。
銀
行
相
互
聞
に
支

商
事
資
金
法
の
提
案

六



園
事
黄
金
法
の
提
案

二
六
回

梯
決
済
の
た
め
に
引
渡
さ
る
L
金
額
は
、

謂
は
ゆ
る
交
換
尻
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、

政
府
の
支
梯
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち

に
、
各
銀
行
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
は
、
増
加
す
る
こ
と
L
友
る
。

と
の
預
ケ
金
は
、
各
銀
行
に
於
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
貸
付
割
引
に
用
ゐ
得
る
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
の
預
金
た
る
資
金
と
何
等
異
る

所
は
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
園
事
資
金
は
、
そ
れ
が
貸
付
割
引
に
用
ゐ
ら
れ
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
事
資
金
た
る
性
質
が
中
断
せ

ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ゆ
ゑ
に
、
そ
れ
が
貸
付
割
引
に
用
ゐ
ら
る
L
揚
合
に
於
て
も
、
銀
行
は
閣
事
資
金
小
切
手
を
用
ぬ
で
を
れ
を

交
付
し
、
貸
付
割
引
を
受
け
た
る
も
の
も
、
そ
れ
を
一
慮
、
預
金
と
な
L
、
ま
た
自
己
の
振
出
に
か
L
る
園
事
資
金
小
切
手
を
以
で

支
梯
に
充
て
る
と
と
L
し
司
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
左
は
ち
、
国
事
資
金
は
、
貸
付
割
引
に
用
ゐ
ら
る
L
揚
合
に
於
て
も
、
預
金
と
し

て
引
出
さ
れ
る
揚
合
と
、
同
様
の
取
扱
ひ
に
よ
る
と
と
を
、
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
に
闘
す
る
規
定
は
、
預
金
の

引
出
に
閲
す
る
規
定
と
同
じ
く
、
第
二
僚
に
置
き
、
そ
の
第
四
項
と
し
た
の
で
る
る
。

か
く
て
、
銀
行
は
、
そ
の
取
引
先
よ
り
預
金
と
し
て
受
け
入
れ
た
る
園
事
資
金
を
、
貸
付
割
引
に
用
ゐ
て
産
業
的
に
働
か
し
め
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
通
営
な
る
投
資
口
を
見
出
さ
な
い
と
き
は
、

日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
と
し
て
累
積
す
る
と
と
k

な
る
。

ζ

の
預
ケ
金
と
し
て
累
積
す
る
国
事
資
金
が
一
定
の
額
に
達
し
た
る
と
き
は
、
今
日
に
で
も
賢
ケ
金
を
以
て
園
債
の
買
入
れ
に
充
で

t
A

居
る
と
同
様
に
、
そ
れ
を
以
て
図
債
の
買
入
れ
に
充
て
し
む
る
の
で
あ
る
。
併
し
た
が
ら
、
園
事
資
金
制
度
に
於
て
は
、
そ
の
買

入
れ
を
銀
行
の
住
意
と
す
る
の
で
は
友
く
、
法
制
上
の
義
務
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
園
事
資
金
の
預
ケ
金
が
幾
何
の
額
忙
達
し
た

る
と
き
に
、
そ
れ
を
以
て
、
園
債
買
入
れ
に
充
て
る
べ
き
か
を
規
定
し
て
置
か
ね
ば
た
ら
ぬ
。

私
は
、

と
L

で
は
、
偲
に
、
園
事
資
金
の
預
ケ
金
が
引
績
き
一
ヶ
月
以
上
広
一
位
り
、
そ
の
期
間
内
に
於
け
る
園
事
資
金
小
切
手
の

;
4
4
 



各
日
平
均
交
換
尻
決
済
高
の
三
俸
を
超
過
す
る
額
と
な
っ
た
と
き
は
、

そ
の
超
過
額
を
以
て
、
事
愛
国
債
の
買
入
に
充
て
ね
ば
な
ら

ね
も
の
止
し
た
。
そ
れ
を
規
定
し
た
も
の
が
、
第
八
僚
で
あ
る
。
国
事
資
金
は
、
産
業
的
に
活
動
せ
る
聞
は
、
預
金
者
に
よ
っ
て
、

支
排
に
充
て
ら
れ
、
駿
々
流
通
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
度
毎
に
、
手
形
交
換
に
於
て
交
換
尻
決
済
に
用
ゐ
ら
れ
左
け
れ
ば

た
ら
ね
。
そ
の
範
圏
内
に
於
て
は
、
園
債
の
買
入
れ
に
充
つ
る
乙
と
は
出
来
放
い
。
そ
し
て
、
交
換
尻
決
済
高
は
、
日
々
具
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
最
高
の
場
合
を
俄
定
し
て
、
各
日
平
均
高
の
二
倍
と
し
た
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
、

必
-F
し
も
十
分
で
は
な
い
か
も

知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
決
し
て
交
換
に
不
便
を
感
や
る
高
で
も
左
い
。
慨
に
そ
れ
が
不
足
し
て
も
、
僅
か
で
あ
り
、
然
る
揚
合
に

は
コ

1
ル
を
以
て
補
充
す
れ
ば
よ
い
認
で
あ
る
。
こ
れ
も
犬
醐
閥
、
今
E
の
一
.
交
換
の
費
際
し
L

大
差
る
る
中
り
方
で
は
ム
な
い
で
あ
ら
う
。

七

治
に
山
~
ぷ
る
が
如
く

と
の
岡
事
殺
人
賃
制
度
仰
い
於
て
は
、

政
山
肘
が
閥
債
な
以
て
調
捜
し
た
る
資
企
に

L
E
.
事時中

-mの
資
材
の
調

建
及
び
工
事
ま
た
は
運
輪
の
請
負
の
た
め
に
支
梯
ひ
売
る
も
の
は
、
産
業
的
の
活
動
を
終
へ
た
る
後
、
そ
の
園
債
の
消
化
に
向
ふ
の

で
あ
る
。
狭
山
る
に
、

乙
の
資
金
は
.
現
金
を
以
て
引
出
ず
と
左
を
得
友
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
産
業
的
活
動
に
於
で
も
、
俸
給
、

努
貨
、
子
宮
、
賞
興
、
放
費
及
び
下
請
の
手
間
賃
な
ど
の
如
く
、
現
金
を
以
て
支
排
ふ
こ
と
が
必
要
た
る
経
費
に
は
、

こ
の
資
金
を

用
ゐ
る
こ
と
が
出
来
友
い
。
そ
の
範
圏
内
に
於
て
、

乙
の
資
金
は
産
業
的
活
動
の
坪
外
に
置
か
れ
た
る
も
の
と
友
る
。
併
し
、
ま
た
、

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
資
金
は
、
そ
の
範
圏
内
に
於
て
、
消
費
生
活
に
働
く
乙
と
が
堰
き
止
め
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
ゆ
ゑ
に
、

と
の
資
金
が
、
園
債
に
よ
っ
て
英
大
た
る
園
費
と
し
て
支
耕
せ
ら
れ
訟
が
ら
も
、

そ
れ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
友
る

と
と
を
喰
ぴ
止
め
て
居
る
と
と
t
A
-

な
る
の
で
あ
る
。

園
事
費
金
法
の
提
案

ニ
六
五



園
事
費
金
法
の
提
案

ニ
六
六

併
し
、
事
業
家
に
と
っ
て
は
、
岡
事
資
金
を
以
て
、
前
漣
の
如
き
現
金
支
排
に
首
て
得
ざ
る
以
上
、
外
の
方
法
を
以
て
、
現
金
支

燐
を
行
は
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
、
乙
の
制
度
寅
施
以
前
よ

H
も
つ
所
の
銀
行
預
金
を
以
て
こ
れ
に
克
て
る
の
で
あ
る
。
ま
た

賞
施
以
後
に
於
て
も
、
卒
時
需
要
方
図
、
す
た
は
ち
、
民
需
方
面
よ
り
の
牧
入
金
は
、
現
金
化
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
を

以
て
右
の
支
帥
併
に
首
て
る
と
と
が
出
来
る
。

殊
に
、
軍
需
怪
捻
な
ど
陀
る
っ
て
ほ
、
研
陀
今
日
ま
E
F

へ
政
府
資
金
の
支
沸
を
受
け
て
、
銀
行
慎
金
と
し
て
保
有
「
る
も
の
が
、

相
蛍
の
額
に
上
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
性
質
上
に
於
て
は
、

と
L

に
言
ふ
所
の
園
事
資
金
と
費
る
所
泣
き
も
の
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
未
だ
こ
の
制
度
の
賓
施
せ
ら
る
h

以
前
の
も
の
で
あ
る
に
よ
り
、
謂
は
ゆ
る
国
事
資
金
と
し
て
取
扱
れ
る
も
の
で
は

た
い
。
と
れ
ら
の
資
金
と
民
畢
間
関
係
の
資
金
と
を
以
て
す
れ
ば
、
前
週
の
現
金
支
梯
に
窮
す
る
乙
と
は
泣
い
で
あ
ら
う
。

高
て
現
金
支
扮
の
資
金
に
窮
す
る
に
至
れ
ば
、
そ
の
揚
合
の
便
法
と
し
て
、
園
事
資
金
を
以
て
買
入
れ
た
る
園
債
を
推
保
と
し

て
、
銀
行
よ
り
現
金
借
入
れ
の
方
法
を
と
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
は
、
特
に
法
俸
を
以
で
規
定
す
る
の
要
な
き
所
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
そ
の
借
入
れ
を
、
他
の
借
入
れ
に
優
先
せ
し
む
る
た
め
に
、
挫
ぴ
に
銀
行
の
手
許
欣
態
の
如
何
に
拘
は
ら
や
、
確
貨
に
借
入

れ
の
目
的
を
達
し
得
る
た
め
に
、
第
九
保
第
一
一
唄
を
以
て
こ
れ
を
規
定
す
る
ζ

と
、
し
た
。

併
し
な
が
ら
、

こ
の
現
金
の
貸
出
は
、
巌
に
、
俸
給
、
勉
百
貨
、
手
賞
、
賞
典
、
及
ぴ
下
請
の
手
間
賃
な
H
C

の
如
く
、
事
出
費
閥
係
の

産
業
的
荊
動
に
於
て
現
金
支
抑
を
必
要
と
す
る
範
圏
内
に
限
定
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
名
目
の
下
に
他
の
用
途
に
利
用
せ
ら
る

a
A

が
如
き
こ
と
が
る
っ
て
は
、
と
の
制
度
の
根
本
を
害
す
る
と
と
ト
な
る
。
従
っ
て
、
そ
の
制
限
の
た
め
に
、
前
月
若
し
〈
は
前
期

に
支
梯
ひ
た
る
そ
れ
ら
の
受
領
詮
を
銀
行
に
呈
示
し
て
、
そ
の
金
額
の
範
囲
内
に
於
て
、
こ
の
借
入
を
な
し
得
る
と
と
L

し
た
の
で



あ
る
。
こ
の
範
圏
に
超
過
し
た
る
部
分
は
‘
借
入
れ
を
受
け
や
と
も
、
他
の
資
金
を
以
て
融
通
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
を
捲
保
と
し
て
借
入
れ
を
な
す
方
が
、
有
利
と
友
る
が
如
き
と
と
で
あ
っ
て
は
、
無
用

更
に
、
図
債
を
保
有
寸
志
よ
り
も
、

に
借
入
を
誘
裂
す
る
虞
が
あ
る
か
ら
、
第
九
傑
第
二
項
に
於
て
、
貸
付
金
の
利
率
は
、
園
債
の
額
面
利
率
を
下
る
と
と
を
得
ざ
る
も

の
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
銀
行
に
あ
っ
て
も
、
常
に
、
右
の
貸
付
を
左
し
得
る
に
足
る
所
の
、
手
許
現
金
を
保
有
し
て
居
る
と
は
限
る
も
の
で
は

な
い
。
そ
の
上
、
銀
行
は
‘
義
務
的
に
右
の
貸
付
を
な
さ
ね
ば
左
ら
ね
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
義
務
を
確
貨
に
行
ひ
得
る
の
保
障
を

興
へ
一
な
け
れ
ば
友
ら
向
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
銀
行
が
右
の
貸
付
現
金
に
不
足
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
権
保
と
し
て
受
取
れ
る
園
債
を
、

更
に
権
保
と
し
て
、

日
本
銀
行
よ
り
現
金
の
貸
付
を
受
け
得
る
も
の
と
な
し
、
而
も
そ
の
借
受
け
の
傑
件
に
於
て
も
、
銀
行
が
貸
付
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百

十
僚
を
以
て
、
こ
れ
を
法
規
的
に
取
扱
ふ
と
と
t

為
し
た
の
で
あ
る
。

八

以
上
遁
ぷ
る
所
を
以
て
、
私
の
提
案
す
る
園
事
資
金
制
度
な
る
も
の
を
概
略
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
に
於
て
も
、
閣
債

の
全
額
が
必
や
し
も
確
貨
に
消
化
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
園
債
を
以
て
調
達
し
た
る
資
金
の
中
に
で
も
、
政
府
が
、
直
接
氏
、

戦
地
に
於
て
支
出
す
る
も
の
は
、
と
の
制
度
の
範
圏
外
に
あ
る
所
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
れ
ら
の
支
出
金
も
、
閣
内
に
流
入
し
た

る
上
は
、
園
債
の
消
化
に
働
か
な
い
謬
で
は
友
い
。
併
し
た
が
ら
、

と
れ
に
は
園
事
資
金
た
る
形
式
上
の
性
質
を
賦
奥
ナ
る
の
方
法

が
な
い
。
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
種
の
資
金
は
、
他
の
方
法
を
以
て
、
園
債
消
化
に
向
は
し
め
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
ム
」
友
り
、

内
地
物
憤

を
騰
貴
せ
し
む
る
と
と
な
き
ゃ
う
に
誘
導
し
-
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

岡
事
黄
金
法
の
提
案

二
六
七



園
事
賞
金
法
白
提
案

二
六
八

園
事
資
金
制
度
に
於
て
園
債
の
消
化
に
必
然
的
に
誘
導
せ
ら
る
a
h

資
金
は
、
前
に
遮
ぺ
た
や
う
に
、
事
時
現
用
の
資
材
の
調
達
及
び

工
事
ま
た
は
運
輸
の
詩
負
等
に
支
出
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
額
に
超
過
す
る
所
の
園
債
は
、
他
の
淵
源
よ
り
生
や
る
資
金

を
以
て
消
化
せ
し
め
る
の
外
は
た
い
。
園
事
資
金
の
制
度
は
、

一
般
的
友
る
消
費
節
約
、
貯
蓄
働
行
を
、
幾
分
か
緩
和
し
得
る
こ
と

h
A

取
る
け
れ
ど
も
、
而
も
決
し
て
そ
れ
ら
を
無
期
た
ら
し
む
る
も
の
で
は
友
〈
、
園
事
資
金
に
超
過
す
る
部
分
の
国
債
の
消
化
わ
た

め
、
依
然
、
働
行
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
っ
岡
空
亡
冷
す
る
麦
L
へ
つ
犠
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閣
事
資
金
が
、
閣
滑
に
産
業
的
に
流
温
「
る
や
否
や
の
危
悦
に
あ
る
口
7
亡
q
レ
キ
」
匹
、

'
J
Z
i
u
 

〉

'r司

と
征
地
F

金
が
結
局
に
於
て
、

二
足
の
方
途
に
方
向
付
け
ら
れ
て
居
っ
て
、
自
由
に
任
意
の
使
途
に
用
ゐ
る
こ
と
を
得
左
い
か
ら
、
そ
の
受
領

を
忌
避
す
る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
た
い
か
ら
で
あ
る
。

併
し
左
が
ら
、

と
の
資
金
は
、

現
金
と
化
す
る
こ
と
は
出
来
た
い
だ
け

で
、
如
何
友
る
用
途
に
も
用
ゐ
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
流
通
の
不
便
は
、

た
ピ
そ
の
不
慣
れ
よ
り
来
る
だ
け
の
と
と
で
、
使
用
に

憤
る
れ
ば
何
等
の
不
便
な
き
も
の
で
あ
る
。

園
事
資
金
の
制
度
は
、
園
債
の
買
入
保
有
を
法
的
に
強
制
す
る
も
の
で
る
る
。
併
し
友
が
ら
、

そ
の
強
制
は
、

一
般
的
で
は
左
〈

し
て
‘
む
し
ろ
、
そ
の
図
債
あ
る
に
よ
っ
て
J
初
め
て
と
れ
を
管
む
こ
と
を
得
、
且
つ
利
径
を
そ
れ
に
よ
っ
て
享
け
る
と
と
を
得
た
る
所

の
も
の
が
、
そ
の
資
金
を
十
分
に
産
業
的
に
活
用
し
た
る
後
に
、
残
留
し
た
る
部
分
だ
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。
請
は
ゆ
る
園
債
の
強

制
保
有
と
は
、

こ
の
黙
に
於
て
、
全
く
趣
き
を
具
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、

一
般
の
卒
時
資
金
に
劃
し
て
、

と
れ
を
強
制
す
る
こ
と
訟

〈
、
ま
た
、
そ
の
必
要
を
左
か
ら
し
む
る
艶
に
、

乙
の
制
度
の
特
性
と
、
長
所
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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三
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私
は
、
本
論
と
同
巳
趣
旨
の
一
文
を
、
大
蔵
財
務
協
舎
雑
誌
品
財
政
ザ
に
掲
載
し
た
が
、
そ
D
節
に
は
、
こ
L

に
い
ふ
園
事
費
金
を
A

非
常
黄
金
ザ
と

名
づ
け
て
置
い
た
。
非
常
時
の
委
金
と
い
ふ
意
味
か
ら
で
あ
る
。
併
し
こ
の
名
稀
は
、
金
融
恐
慌
白
際
に
中
央
銀
行
が
、
恐
慌
鎮
盤
の
目
的
を
以
て

後
行
を
横
涯
ナ
る
所
の
銀
行
券
を

k
r
ロ
呂
町
四

g
ミ
の
己
耳
目
。
『
と
い
ふ
白
と
、
紛
ら
ほ
し
い
か
b
、
と
の
論
文
で
は
、
園
事
賞
金
と
改
め
売
の
で
あ

る
。
そ
の
他
、
法
文
私
案
に
於
て
も
、
文
言
の
改
鹿
と
順
序
の
慶
夏
と
を
試
み
た
所
も
あ
る
。
こ
与
に
そ
白
駐
を
一
言
断
ワ
て
置
く
。


